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霧社事件研究からの「台湾原住民族の名前」覚書
―資料解題として

春山　明哲
早稲田大学

1 はじめに

　2015年12月の早稲田大学における松岡格・獨協大学准教授主催によるシンポジウムに
おける筆者のコメントで言及した資料について，以下に「資料解題として」書くことと
したい。資料は 2 点で，コメントで述べたように，いずれも霧社事件研究の過程で入手
したものである。 1 点は，「高永清から戴國煇宛の手紙（1982年 1 月17日）」であり，も
う 1 点は「霧社事件ニ関スル蕃人ノ死者名調（昭和 7 年 9 月）」である。前者は短いの
で全文を以下に紹介し，後者はその一部を紹介する。
　なお，高永清の手紙については，2009年 6 月 6 日，日大文理学部で行われた日本台湾
学会第11回学術大会シンポジウム「台湾原住民族にとっての霧社事件」において，コメ
ンテータとしての春山の報告「霧社事件研究の回顧と展望」（2010a）で紹介したことが
あるが，学会報には掲載されなかったので，活字としては今回が初出である。また，霧
社事件・蕃人死者名調については，2010年台湾の成功大学における霧社事件80周年国際
学術研討会における春山の報告「霧社事件とは何か―歴史の記憶と想像力の視点から」

（2010b）の口頭報告の最後で触れたことがある。この時点では，当該資料が公開利用に
いたっていなかったため，中央研究院に所蔵されていることのみの紹介に留めた。

2 「高永清から戴國煇宛の手紙（1982年 1 月17日）」について

　「台湾原住民族の名前」という視点から，この資料を紹介する意味はふたつある。ひと
つは，この手紙のメッセージがまさに原住民の「名前」に関すること，それも霧社事件
に深く関与した「ダッキス・ノービン」すなわち「花岡一郎」に関するものだからであ
る。もうひとつは，この手紙に添えられた差出人「高永清」の名前と「高彩雲」の名刺
である。説明としては，まず，「高永清」と「高彩雲」について触れるのが分かりやすい
だろう。なお，氏名に「　」を付するのは，「名前」がシンポジウムにおける研究テーマ
なので，それを強調するためである。
　「高永清」は，この手紙の冒頭に自己紹介しているように高山族で，霧社はホーゴー社
の出身，1915年生まれ，「原名」（本来の原住民名の意）はピホ・ワリスである（名刺で
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は「ピホワリス」となっているが，以下「・」も使用する）。ピホ・ワリスは優秀な子供
だったため，日本警察当局から「中山清」という日本名を付与され，特別な教育措置と
して霧社小学校に日本人とともに学ぶ小学生だった。「共学」とあるのはその意味であ
る。「中山清」は事件の混乱の中を辛うじて生き延びて川中島に移住させられ，そこで

「花岡初子」と結婚させられる。「中山清」は警手から独学して医師となり，1945年以後
は「高永清」として医療活動のほか，仁愛郷長，台湾省議会議員など，山地行政にも貢
献し，1982年に亡くなった。ピホ・ワリスについては，中村ふじゑ「ピホワリスの墓碑
銘―高永清さんを偲んで」（『台湾近現代史研究』第 5 号 1984年）が詳しい。
　さて，「花岡初子」であるが，彼女自身が名刺に記した五つの名前に沿って紹介する。
詳しくは，中村ふじゑ『オビンの伝言―タイヤルの森をゆるがせた台湾・霧社事件』（梨
の木舎 2000）を参照されたい。「原名」は「オビン・タダオ」で，ピホ・ワリスと同じ
ホーゴー社出身である。父はホーゴー社頭目のタダオ・ノーカンで，日本名「高山初子」
をもらい，タダオ・ノーカンの姉（妹との説もある）の子「オビン・ナウイ（川野花子）」
とともに，霧社小学校で学んだ。警察当局は「高山初子」を「花岡二郎（ダッキス・ナ
ウイ）」と，「川野花子」を「花岡一郎（ダッキス・ノービン）」と結婚させた。1929（昭
和 4 ）年の末である。霧社事件の際に，「花岡一郎」の一家 3 人と「花岡二郎」は自害
したが，「花岡初子」は二郎の配慮で生き延びて川中島で「中山清」と再婚し，「中山初
子」となった。中華民国期には「高彩雲」と名乗り1996年に亡くなった。
　高永清・高彩雲夫妻は，霧社事件を生き延びた証言者であり，研究者でもあった。中
村ふじゑさんが，1960年代にピホ・ワリスとオビン・タダオに出会ったことが，霧社事
件研究の大きなきっかけのひとつとなり，その成果が戴國煇編著『台湾霧社蜂起事件―
研究と資料』（社会思想社 1981）であった。戴國煇氏（1931～2001）は台湾出身の歴史
家で，アジア経済研究所から立教大学教授となり，霧社事件の共同研究を主導した。
　さて，「高永清から戴國煇宛の手紙（1982年 1 月17日）」の内容に入ることにする。高
永清氏は『台湾霧社蜂起事件―研究と資料』の資料編に収録された台湾総督府警務局
編『霧社事件誌』の462ページにある記述が間違いである，と指摘したのである。

◇『霧社事件誌』の記述
ホーゴー社蕃丁　パワン・バツクル　　長男　パワン・ワリス（内地名　竹村修治）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　次男　タイモ・ノービン
　　　　　　妻　オビン・タナハ　　　三男　ダツキス・ノービン（内地名　花岡一郎）
◇高永清氏の指摘
　妻の名前　オビンタバ
　長男の名前　ワリスノービン
　　　　 ワリスは，父パワン・バツクルが早死にしたため，母オビンタバが育てて大きくな

った。オービンの名が変化してノービンとなった。ワリスノービンの長女ラバイワ
リスは隣に住んでいる。
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　この指摘は，ダッキス・ノービン（花岡一郎）の名前を説明しているだけでなく，彼
の生い立ちを知る手がかりでもある。実は，『霧社事件誌』のこの部分は「花岡一郎，同
二郎の家系」という個所で，オビン・タダオ（高山初子）がホーゴー社頭目タダオ・ノ
ーカンの長女であること，ダッキス・ナウイ（花岡二郎）がホーゴー社第一の資産家・
勢力者アウイ・ピホの長男であること，オビン・ナウイ（川野花子）がホーゴー社頭目
タダオ・ノーカンの妹の次女であること等が記述されている。なお，オビン・ナウイの
母がタダオ・ノーカンの妹なのか，姉なのか二説あるが，高永清氏の指摘がないので，

「妹」が正しいかも知れない。ここで疑問となるのは，ダッキス・ノービンにはホーゴー
社の頭目，勢力者といった家族の背景がないことである。ピホ・ワリスと同様に，聡明
であることが大きな理由だったのであろう。
　『原語による台湾高砂族伝説集』（小川尚義・浅井恵倫（台北帝国大学言語学研究室））
には，セデック語を担当した浅井恵倫教授の記録で「霧社方言」（小川・浅井 1935: 576－
581）のところに，「採録期：昭和 2 年 8 月」，口授者（パーラン社アウイ・サマ，か）の
下に，説明者として原住民名の表記の次に，花岡一郎，花岡二郎の名前が記録されてい
る。そして「説明者の日本語は稍完全」とあり，「日と月を射た話」，「ホーゴ社の由来」
など 6 編の文章が収録されている。原住民研究者には既知のことであろうが，ここに特
記しておきたい。

［資料 1 ］　高永清から戴國煇宛の手紙（1982年 1 月17日）
　　　　　　　　（注）廬山温泉碧華荘旅社用箋，縦罫，ペン書き，コピー，封筒なし。

謹賀新年
　突然知らない一人の高山族が手紙を差上げますのは潜

ママ

越又失礼と思ひますが御赦し下さ
い。私は川中島の餘生者の一人，当時（昭和五年十月廿七日）はム社小学校の共学生で，事
件のため中途退学した高永清と言ふ者です。
　日本の友人から戴教授編著の書籍「台湾ム社蜂起事件　研究と資料」をいただいて，関係
がありますので詳細に興味を以って拝読してゐます。仲

マ

々
マ

詳細に亘ってゐるのに敬服してい
ます。子供達は只今中国教育で日本字は読めませんので，家の宝として永久に此の宝貴な御
書籍を保存する考へです。
　そこで感じたところ，其の462頁［注：資料編『霧社事件誌』］のところ，ダッキスノービ
ン家系表の中に間違ひがあります。御参考に申上げます。
　　　　　　　　　　長男　パワンワリス　マチかヒ　本当はワリスノービン
　パワンバックル　　二男　タイモノービン
　オビンタバ　　　　三男　ダッキスノービン
　之だけです。私も元ホーゴ社の人で，今でもワリスノービンの長女ラバイワリスと隣に住
んで居ります。すなはち，パワンバックルは早死したため母親オビンタバが養って大きくな
ったので，オービンの名の変化としてノービンになってゐます。ご参考に申上げます。
　私は脳溢血の後遺症でやうやく生きてゐるので，こんなきたない乱雑な字を書いてゐま
す。悪からず御判読下さい。御編著の書籍を送って下さったのは好友見上保［注：『台湾霧
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社事件の今昔』1984.12の著者］さんです。私と同年位で現在神奈川県茅ヶ崎市平和町三－
十八号に居られます。
　それでは乱雑乍ら今日は之で失礼致します。若しまだ永が生きして会へる机会があれば，
又其の時お話し申上げませう。　　再見
 高永清　上　1.17
戴教授様

　　　　ピホワリス 原名 オビンタダオ 原名
　　　　中山清 日名 高山初子 日名
　　　　高永清 私  花岡初子
　　　　  中山初子
　　　　 廬山温泉碧華荘旅社　経理 高彩雲 現名
 南投県仁愛郷大同村仁和路十六号

3 「霧社事件ニ関スル蕃人ノ死者名調（昭和 7 年 9 月）」について

　この資料は，中央研究院人文社会科学総合図書館の戴國煇文庫に所蔵されている。き
わめて興味深い資料であり，今後検討されるべき点も多いが，この場を借りて，その外
形的な紹介をしておきたい。
　資料は B 4 版，縦書き，ペン書き，全54枚。 1 枚目 2 枚目は建功神社の用箋で， 3 枚
目から54枚目までは台中州の用箋である。
　 1 枚目の文書は「秘　建発第一三一号」の文書番号が付与されている。それによれば，
昭和 7 年 9 月17日，台北市，建功神社主任神職の佐藤文一郎は，台中州知事竹下豊次宛
に，「霧社事件ニ関スル蕃人ノ死者名」の報告を依頼した。その趣旨は「霧社事件ニ関ス
ル蕃人ノ死者ニ対シ慰霊方法講究上必要有之」，その死者名を知りたいので報告していた
だきたい，という依頼であった。調査事項は以下のようである。

「記　霧社事件ニ関スル蕃人ノ死者名調
（甲）味方蕃人死者名 （乙）反抗蕃人死者名
一，・・社。　　幾名。 一，・・社。　　幾名。
（男）　（名） （男）　（名）
（女）　（名） （女）　（名）

　神社側は「味方蕃人」のみならず「反抗蕃人」も調査対象とし，慰霊の対象として少
なくとも検討しようとしたことが分かる。しかも，依頼文の末尾には，「追テ刑罪死者ヲ
モ全部包含セシメ度候」とある。これを見ると，「英霊」のみを慰霊する考えではなかっ
たと思われる。
　 2 枚目は，「昭和七年九月報告　霧社事件に関する蕃人の死者名」と大きく墨書され，



春山　　霧社事件研究からの「台湾原住民族の名前」覚書　

176 177

鉛筆で総督府理蕃課竹内猛，台中州知事竹下豊次，花蓮港近藤勝三郎などの組織と人名
が書かれているが，これについては今後の検討事項としたい。
　 3 枚目は，昭和 7 年 9 月27日付けの竹下台中州知事から建功神社主任神職佐藤文一郎
宛の回答の送り状である。「中警理第三，四一一号」の文書番号が付いている。
　 4 枚目から 7 枚目は「味方蕃人死者名」であるが，死者は24名と少ないので，チツカ
社からタロワン社まで，社名は一括して記されている。トンバラハ社の頭目タイモ・ワ
リスの名がある。
　 8 枚目から「反抗蕃人死者名」が始まり，死亡者の合計は896名となっているが，こ
の内訳が重要で，以下の三つに区分されているのである。（注：なお，「枚目」とあるの
は，筆者（春山）が戴國煇文庫の「霧社事件関係」の書架で見出したファイルに収めら
れた原資料（コピー）の配列順に付けた仮番号である。原資料には番号が振ってなかっ
たので，とりあえずこの「枚目」が基準となる番号である。）
　①「霧社事件当時ノ戦死者，自殺者名　小計651名」（ 8 枚目から39枚目まで）
　②「タウツア蕃襲撃ニ依ル死亡者名　小計205名」（40枚目から49枚目まで）
　③「霧社事件，凶行蕃留置死亡者　小計40名」（50枚目から53枚目まで）
　　（注：54枚目は命名法に関するメモ。作者不明）
　ここで，①は昭和 5 年10月27日から同年12月20日まで，②は昭和 6 年 4 月25日の「保
護蕃襲撃事件」いわゆる「第二霧社事件」の死亡者リストであり，③はその後警察当局
が調査し，10月の家長会の際に逮捕して留置中に死亡した者である。
　この名簿はきわめて重要なものであるが，原文書に数字の計算ミスと思われるもの，
原所有者（戴國煇氏か，あるいは提供者）によるコピーの際の配列の乱れに起因すると
思われるものなどがあり，配列の修正作業が必要である。
　特に指摘しておきたい点は，①のリストの名前の配列が，原則として家族を単位に記
載されているらしいことである。恐らく台湾原住民研究者であれば，名前の分析により
父母兄弟姉妹関係などを相当明らかにすることが出来るのではないか，と思われる。ま
た，台中州担当者がなんらかの家族単位の名簿を参照しながらこのリストを作成したの
ではないか，との推測も可能である。
　以下に，春山による現時点での社別，男女別の死者数を検討した結果を，覚書きとし
て記しておく。（注：特に，28，29，30，31枚目はスーク社ではなく，ホーゴー社の分
であること，49枚目はスーク社の 4 枚目，であること，③の小計40名とあるのは原報告
者の単なる集計ミスで，正確には39名であることを記しておきたい。このまま電子化，
マイクロ化すると間違いを固定化することになるからである。）
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①　「霧社事件当時ノ戦死者，自殺者名　小計651名」
 マヘボ社 137 （男 59 女 78）
 ボアルン社 90 （男 39 女 51）
 ホーゴー社 231 （男 124 女 107）
 タロワン社 14 （男 9 女 5）
 スーク社 96 （男 55 女 41）
 ロードフ社 83 （男 50 女 33）
 　　計 651 （男 336 女 315）
②　「タウツア蕃襲撃ニ依ル死亡者名　小計205名」
 マヘボ社 12 （男 7 女 5）
 ボアルン社 40 （男 20 女 20）
 ロードフ社 40 （男 14 女 26）

 スーク社 94 （男 46 女 48）
 ホーゴー社 19 （男 11 女 8）
 　　計 205 （男 98 女 107）
③　「霧社事件，凶行蕃留置死亡者　小計39名」
　　ロードフ 4 ，ホーゴー 1 ，ボアルン 2 ，タロワン 1 ，マヘボ 3 ，スーク 2
　　（以下 3 社16人は社としての蜂起参加として認められていない，「個人」としての参加）
　　タカナン 6 ，カツツク 3 ，パーラン 7 。（全員男である。）

　以上から，「反抗蕃人死者」の合計は，651＋205＋39＝895名（男473　女422）となる
が，原資料は896名となっている。蜂起した 6 社の人口は，1929年末現在，1,236人（男
629　女607）であったから，1930年の増減を無視すれば，72％がこの死亡者名簿に載せ
られていることになる。実際の死亡者はそれよりも多いと推定される。1930年12月20日
の段階で，「保護蕃」として収容所に入れられた者は561人（男279，女282），1931年 4
月25日の「保護蕃襲撃事件」で死亡が確認された者216人，生き残った者は298人だから，
47人が現場から逃げて行方不明となった計算となる。この298人のうち，1930年 5 月 6
日に川中島に移住した者は278人である。1,236－298＝938人が死亡・不明と考えると，実
に76％の人口喪失である。また，この資料の名前判明率は95％と概算される。

［資料 2 ］　 「霧社事件ニ関スル蕃人ノ死者名調コピーの28枚目，「霧社事件当時ノ戦死者，自
殺者名」のうち「ホーゴー社」（ 7 枚目）の表。［　］は春山による補記。花岡二
郎の「タッキス」はママ。

 性別 　　氏名 性別 　　氏名
 女 テミ，ナウイ 男 タッキス，ナウイ ［花岡二郎］
 〃 オビン，ナウイ 女 オビン，ナウイ ［川野 / 花岡花子］
 〃 イワル，テミ 男 ユキオ ［幸雄］
 男 ピホ，ナウイ 〃 ダッキス，ノービン ［花岡一郎］
 〃 ワリス，ラーマオ
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　最後に，建功神社に触れておきたい。菅浩二氏の『日本統治下の海外神社―朝鮮神
宮・台湾神社と祭神』（弘文堂 2004）によれば，建功神社は台湾総督府統治30周年記念
事業として構想され，1928（昭和 3 ）年 7 月14日に鎮座（設立）された。その祭神は，

「明治28年改隷以降台湾ニ於ケル戦死者，準戦死者，殉職者，準殉職者，殉難者」であ
り，「英霊」を祀る靖国神社の性格に近いが，「内地人・台湾人・高砂人ノ別ナク，官職
ノ有無地位ノ高下ヲ論ゼズ，総テ之ヲ合祀スル」という合祀者資格審査方針のもとに運
営された。菅氏によれば，これには建功神社の建設を推進した山口透（台湾神社宮司）
の影響が強いという。山口は領台以後の抗日武装勢力の制圧，原住民に対する理蕃政策
などにおける死者の霊を祀るべきだと考えたのである。また，佐藤文一郎は初代の建功
神社主任神職で，国学院大学の講師も務めたことがあり，筧克彦の推薦によるという。
　この「霧社事件ニ関スル蕃人ノ死者名調」が，「味方蕃人」のみならず「反抗蕃人」を
も対象とし，「追テ刑罪死者ヲモ全部包含セシメ度候」という建功神社側の意図のもとに
依頼されたことは，神社の祭神資格に関する山口らの思想と関係があるのではなかろう
か。もっとも，1935（昭和10）年の祭神数16,805柱のうちわけは，内地人13,185柱，本
島人3,339柱，高砂人281柱となっているそうなので（菅 2004: 333），人数からいって

「反抗蕃人」は合祀されなかったと思われる。

4 むすびにかえて

　本文中で記したように，ピホワリス・高永清氏については，中村ふじゑ「ピホワリス
の墓碑銘―高永清さんを偲んで」（『台湾近現代史研究』第 5 号 1984）がかなり詳しく
伝記的事実についても触れている。今回読み返してみて，重要な記述があることに気づ
いた。同誌189ページ以下によれば，高永清氏は蜂起部落1,326名の名簿づくりを始めた
という。ピホワリス（高永清）の『霧社緋桜の狂い咲き』の加藤実氏「解説」によれば

（ピホワリス 1988: 276－297），この作業は高永清の遺稿ノート第零冊にあたる「霧社事
件当日の六社の人口」54ページ分の「人名簿」にまとめられたとのことである。しかし，
ページ数の関係でこの「人名簿」は『霧社緋桜の狂い咲き』中には収録されなかった，
という。もし，この高永清作成の名簿があれば，資料の相互参照が可能となる。
　なお，ついでながら『岩波 世界人名大辞典』（岩波書店 2013）に，高彩雲，花岡一
郎，花岡二郎の項目を執筆したこと，その際，東京大学史料編纂所所蔵石塚英蔵氏関係
書類のうちの「霧社事件参考資料（一）」中の「霧社蕃ニ関スル調査」の中の「中学校以
上在学者及び卒業者状況」という書類に，花岡一郎，花岡二郎，川野花子，高山初子の
生年月日が記録されていることを見出したことを付記しておきたい。このことは，「はじ
めに」で述べた成功大学における「80周年シンポジウム」の「会議手冊」に記してある。
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